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In this thesis, I focus on a landscape designer, Orishimo Yoshinobu involved in the many works both within 
and outside a country in this time. Three important points on the whole are as fellows. “A conversion to a spot, 
a line and a surface”, “A connection with a green space and the waterside”, and “How did he convert European 
and American thought into Japanese style”.  















































































































道 6 間の両側に歩道各 1 間半のごく一般的な道路として
考えられていた。しかし、大正 14(1925)年 11 月の神社
奉祀調査会において、道路の性格を考え風致を重視する























大正 12(1923)年 9月 1日の関東大震災に伴う帝都復興
事業によって、東京市では三大公園及び五二の小公園、
合計約 42ha の公園が新設された。震災復興公園の計画は、
























































樹地 2 列を設け、各植樹帯中央に 4 列の並木を 10m の間
隔を基本として植栽した。この方法が用いられた場所は
3 ヶ所存在する。このほか幅員 27m 以上の路線で官公庁
地域や住宅地域に限り、歩道の並木植栽地を幅員 1～2m
















図 2 震災復興期の街路樹と緑地の関係 
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５． 東京緑地計画‐自然との触れ合い‐ 
昭和 7(1932)年 10 月、都市計画東京地方委員会の下に
東京緑地計画協議会が組織され、市街地の無制限な膨張
を抑制するための緑地帯を含む緑地計画が検討された。
そして 7 年の歳月を経て、昭和 14(1939) 年 4 月に発表
されたのが、「東京緑地計画」である。 
 計画範囲は、東京駅を中心とする約 50km 圏とされたが、
実際には、東京府、神奈川、埼玉、千葉県のほぼ全域に















































































図 3 「東京緑地計画計画図」 
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図 5 新京の緑地系統図 
る
．
」と記されており[13]、全 15 路線が計画されている。 
しかし、東京緑地計画においては保健道路という名称

































二期事業の 3 ヵ年計画に分けられる。第一期事業話 1933
年 3 月から 1937 年 12 月、第二期事業は 1938 年 1 月から
行われている。満州事変当時、新京の既成市街地の面積
は 21k ㎡であったが。これに対し、国都建設計画区域は
200 k ㎡と広大なものであり、近郊近隣地を除いた 100 k
㎡が事業区域であった。第一期事業の計画案作成には関
東軍を中心とした満鉄、国務院の三者によって行われ、
























































































































行われ、翌年 2 月に「100 万人をもって国都の適正人口
とする」と政府決定がされた。そして、市街計画区域は
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